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論 文 内 容 の 要 旨
ベントナイトはモンモリロナイトを主成分とする粘土であるが, 水を吸収すると著しく膨潤する性質を
持っている｡
まず, このベントナイトの膨潤特性を鉱物学的, 物理学的, 化学的な各種の実験方法を用いて調べ, ベ
ントナイトの膨潤量は電解質溶液の種類と濃度により抑制される程度が異なるが, 一般水田の条件下では










40% , 後者が約20- 30% であり, 湿潤状態で混入された時にはほとんど前者の効果によるものである｡
C･ 水田状態における代榛の時は, 代掻により有効間隙を減少させるような土粒子の配列となり, ベント
ナイトが混入されればそれがさらに助長される｡ 粘土含量が約25% 以上の土壌では棟代榛などによって適
正浸透量まで抑制できるのでベントナイトを混入する必要がない｡
さらに, 実際の浸透過多田にベントナイ トを施用して適正浸透量まで抑制する場合, 以上の諸結 果か
ら, それに必要なベントナイトの客人量を合理的に算出する実験式を見出し, また一方水田土壌の粘土含
量を知れば練代榛による抑制浸透量が算出できる実験式を導き, これらを実際の水田に適用して合理性を
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実証している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ベントナイ トは1950年頃から土壌の透水抑制材として利用されるようになったが, その科学的根拠は明
らかにされていなかった｡











い知見を得, さらに実際の浸透過多田- の合理的客人方法を確立したものであって, 土壌物理学, 土地改
良学上ならびに水田改良の実際面に貢献するところが大きい｡ よって本論文は農学博士の学位論文として
価値あるものと認める｡
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